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①
【第１課題】下のラーメンの曲げモーメントを

たわみ角法を用いて求めよ。ただし、E は一

定として，I は図の通りとする。
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②第２課題
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【第２課題】下の構造物の曲げモーメントを

たわみ角法を用いて求めよ。ただし、E は一

定として，I は図の通りとする。
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③第３課題

【第３課題】下の構造物の曲げモーメントをマ

トリックス法を用いて求めよ。ただし、E は
一定として，I は図の通りとする。
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連立方程式の解法
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【参考】
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④第４課題

【第４課題】下の構造物の曲げモーメントを固

定法を用いて求めよ。ただし、EI は一定とる。
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注意）裏面あり．
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⑤
【第５課題】Ｄ値法を用いて下のラーメンを解き、

曲げモーメント図を描け。また、各部材のせん

断力も記せ。ただし、柱の反曲点高比は0.6とし、

〇数字は部材の剛比を表す。
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⑥
【第６課題】下図のようなラーメンに作用する荷重 (P)
を増大させたとき、ラーメンの崩壊荷重の値はいくらか。

ただし、１階梁の全塑性モーメント (Mp) は、梁断面を

b×D=100mm×200mm、降伏強度を 240N/mm2 として

求めるものとする。
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